
図
）。

　
清
掃
工
場
で
処
理
さ
れ
る
可
燃
ご
み

の
量
は
、
1
日
約
2
0
0
ト
ン
。
持
ち

込
ま
れ
る
可
燃
ご
み
の
量
が
増
加
す
る

と
、
炉
へ
負
担
が
掛
か
り
、
劣
化
を
早

め
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
可
燃
ご
み
の
中
に
瓶
や
缶
な

ど
の
資
源
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と

も
、
炉
を
傷
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。	

行
動
す
る
の
は
、今ごみ総量と1日1人当たりの排出量

成田富里いずみ清掃工場で処理される可燃ごみの量は、1日約
200トン。持ち込まれる可燃ごみの量は年を追うごとに増加し、
炉へ負担が掛かっています。ごみの削減は、私たちがすぐに取り
組むべき大きな課題です。できることから始めませんか。

ご
み
の
削
減

　
皆
さ
ん
は
、
普
段
、
何
気
な
く
捨
て

て
い
る
ご
み
が
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ

れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
市
内
で
出
た
ご
み
の
う
ち
、
可
燃
ご

み
は
、
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃
工
場
に

搬
入
さ
れ
、
高
温
で
溶
か
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
瓶
、
缶
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
は
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬
入
さ
れ
、
資
源
と

し
て
再
生
さ
れ
ま
す
。

増
加
の
一
途
を
た
ど
る

ご
み
の
量

　
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃
工
場
は
、
本

市
と
富
里
市
の
ご
み
を
処
理
す
る
こ
と

を
目
的
に
建
設
さ
れ
、
平
成
24
年
10
月

に
稼
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
清
掃
工
場
の
稼
動
に
合
わ

せ
て
、
ご
み
の
分
別
区
分
を
見
直
し
、

燃
や
せ
る
ご
み（
可
燃
ご
み
）の
資
源
化

を
目
指
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
清
掃

工
場
で
処
理
す
る
ご
み
の
量
は
毎
年
、

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す（
右

50,000

50,500

51,000

51,500

52,000

52,500

53,000

53,500

1,000

1,020

1,040

1,060

1,080

1,100

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

51,771
52,222

52,911 53,032

1,036
1,043

1,058 1,061

量（t）
1日1人当たりの排出量（g）

収集車で清掃工場に搬入されるごみ

ご
み
の
増
加
で
清
掃
工
場
は
パ
ン
ク
寸
前
？
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　清掃工場に持ち込まれる可燃ごみの袋には、本当は可燃ごみ
でないものが入っていることがあります。次のうち、可燃ごみ
でないものはどれでしょうか。

　成田富里いずみ清掃工場には、毎年、たくさんの小学生や市民が
見学に訪れます。ごみ処理の現場を見て感じたことを聞きました。

清
掃
工
場
の

地
道
な
取
り
組
み

　
清
掃
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
可
燃
ご

み
の
中
に
は
、
段
ボ
ー
ル
や
衣
類
と

い
っ
た
資
源
物
が
混
入
す
る
な
ど
、
分

別
区
分
が
誤
っ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
資
源
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
同
時

に
炉
へ
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
、
清
掃

工
場
で
は
、
ご
み
搬
入
ピ
ッ
ト
の
脇
に

資
源
物
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
常
備
し
て

い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
可
燃
ご

み
と
し
て
搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
資

源
物
が
混
ざ
っ
て
い
た
場
合
、
炉
に
入

れ
る
前
に
取
り
出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
運
び
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
日
か
ら
で
き
る

ご
み
の
削
減

　
ご
み
の
削
減
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
で
き
る

こ
と
か
ら
、
気
付
い
た
と
こ
ろ
か
ら
で

構
い
ま
せ
ん
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
皆
さ
ん
が
取
り
組

め
る
ご
み
の
削
減
方
法
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

─行動するのは、今─ごみの削減特集

段ボールを回収ボックスへ

※答えは4ページにあります

成田市のごみの内訳（平成27年度） クイズ!! 可燃ごみでないものはどれ？

小 学 生 は 見 た ！

可燃（一般）
86.6%

可燃（粗大）
3.1%

瓶・缶 
3.1%

不燃（粗大） 
2.2%

ペットボトル 0.6%
衣類・布類 0.1%
そのほか 1.4%紙類 1.7%

プラスチック製容器包装
1.2%

CALENDAR

清掃工場で処理されるごみの量

は、 1日最大200トンにも上るん

だって。 僕たちもごみを減らす

努力をしなくちゃね。

ごみを溶かすときは、 可燃ごみ以

外のものが混ざらないように気を

付けているんだって。 日頃からしっ

かり分別することが大切なんだね。

ごみの処理が止まらないよう、

清掃工場の職員は設備の点

検 ・整備を念入りにしているん

だって。 僕たちも清掃工場を

長く使えるよう大事にするぞ。
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　�カレンダー、お菓子の空き箱、封筒、ティッシュの空き箱、たばこの空き箱は「雑紙」、牛乳パックは「紙パック」で、リサイクル
できます。雑がみは紙袋に入れ、紙パックは洗って開いて乾かし、いずれもひもで十文字にしばって出してください。3ページの答え

食
品
ロ
ス
っ
て
何
？

　
現
在
、
日
本
に
流
通
す
る
年
間
8
、

3
3
9
万
ト
ン
の
食
品
か
ら
、
2
、
7 

9 

7
万
ト
ン
の
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
食

品
に
関
連
す
る
廃
棄
物
の
中
に
は
、
ま

だ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
「
食
品
ロ
ス
」
が
6 

3 

2
万
ト
ン
も
含
ま
れ
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
は
生
ご
み
と
し
て
処
理
さ

れ
る
た
め
、
食
べ
残
し
を
出
さ
な
い
こ

と
が
、
直
接
ご
み
の
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

ま
だ
あ
り
ま
す

食
品
に
関
連
す
る
廃
棄
物

　
食
品
ロ
ス
の
ほ
か
に
も
、
食
品
に
関

連
す
る
廃
棄
物
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
レ
ジ
袋
。
買
い
物
に
、
お
気

に
入
り
の
マ
イ
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

い
く
こ
と
で
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
な
り

ま
す
。
近
年
で
は
、
レ
ジ
袋
を
有
料
に

し
て
い
る
店
も
増
え
て
い
る
た
め
、
家

計
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
中

身
の
商
品
を
使
い
切
る
と
不
要
に
な
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
の
こ

と
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

に
は
プ
ラ
マ
ー
ク（
左
図
）が
付
い
て
い

ま
す
。
パ
ン
の
外
袋
、
卵

の
パ
ッ
ク
、
レ
ジ
袋
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装（
白
色

の
指
定
ご
み
袋
）は
資
源
物
と
し
て
回

収
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
全
て
が
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
分
別
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る

◦
中
身
は
使
い
切
る
か
、
取
り
除
く

◦
汚
れ
や
臭
い
が
な
い
か
確
認
す
る
。

汚
れ
や
臭
い
が
取
れ
な
い
も
の
は
可

燃
ご
み
と
し
て
出
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
オ
レ
ン
ジ
色
の
指

定
ご
み
袋
）も
資
源
物
と
し
て
回
収
さ

れ
ま
す
。
捨
て
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル
を
外
す

◦
中
身
を
軽
く
す
す
ぐ

◦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
つ
ぶ
す

　
取
り
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
は
白
色
の
指

定
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
紙
製
の
も
の
は

雑
紙
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
の
ご
み
も
増
加

市
役
所
で
も
ご
み
削
減

　
ご
み
の
削
減
の
問
題
は
、
市
民
に

限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業

所
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
も
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
資
源
化

が
可
能
な
古
紙
類
が
可
燃
ご
み
と
し
て

搬
入
さ
れ
、
清
掃
工
場
の
処
理
量
増
加

の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
事
業
所
の
1
つ
と
し
て
市

役
所
の
ご
み
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
職
員
一
人
一
人
が
意
識
を
持
ち
、

可
燃
ご
み
の
う
ち
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

も
の
は
分
別
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
も
、
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！
ご
み
の
削
減

残さずおいしく食べるこ

とが、 ごみの削減につ

ながるんだね

まだ食べられるのに捨

てられる、 食品ロスは

年間632万トン

ラベルの分別はどれかな
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─行動するのは、今─ごみの削減特集

ごみ減量器具設置補助金
補助額＝購入額の2分の1（100円未満の端数切り捨て）。上限は生ごみ処理

容器1,500円、コンポスト容器5,000円、機械式生ごみ処理機5万円
申請・購入方法＝クリーン推進課（市役所4階）または同課ホームページ
（http://www.city.narita.chiba.jp/sisei/download/clean/clean3a.
html）にある申込書に必要事項を書いて、直接または郵送で同課（〒286-
8585 花崎町760）へ。後日郵送される「購入券」を持って、市の認定を受
けた販売店へ

　買い物の前には
冷 蔵 庫 の 在 庫 を
チェックし、家族
で食べ切れる量を
作りましょう。

　宴会の開始から
30分間、終了前
の10分間は食事
を 楽 し む 時 間 に
し、食べ残しを減
らしましょう。

　生ごみの約80%
は水分です。捨て
る前に水気を切る
だけで、年間192
トンの減量に。

　生ごみを乾燥さ
せたり、たい肥化
して減量する器具
です。市では購入
した人に補助金を
交付しています。

機械式生ごみ処理機に野菜の皮を投入

生ごみ削減のための4つの習慣
すっきり!

食材は買い過ぎず、無理なく調理する1

宴会では食事を楽しむ時間を設ける2

ぎ
ゅ
っ
と

生ごみを捨てる前にぎゅっとひと絞り3

ごみ減量器具を使う4

オフィスでの取り組み例

市役所でも
実践しています！

個人情報の取り扱いには
注意しています

ラベルとキャップは
白色の指定ごみ袋に

ペットボトルはキャップと
ラベルを外して捨てる

メモ用紙は貴重な資源
としてリサイクル
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